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高齢者機能評価（GA・CGA）
を活かした高齢がん患者のケア

特集

● 特集にあたって� 中村　千里　  5
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・右のQRコードまたは下記URL より閲覧できます．

 URL：https://nankodo.box.com/s/7l9bi8ikbaru7ofgebmg5j9due5ebtk6
　*クラウドストレージサービス「Box」を利用しています．ログインせずに閲覧が可能です．

・�本特典の配信期間は，本号発行日より 5年間を目途とします．ただし，その期間内でも配信を
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著者ならびに出版社は，本誌に記載されている内容について最新かつ正確であるよう最善の努力をしております．しかし，臨床検査，薬剤の情報，および
治療法などは，医学の進歩や新しい知見により変わる場合があります．また，誌面の都合上，一部解説を省略させていただいている箇所もございます．実
際の看護実践への活用にあたっては，最新の添付文書などの情報を併せてご参照くださいますようお願いいたします．
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